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正常有歯顎者 10 名に，米飯lOg を鴨下に至るまで片側岨唱をさせ，岨暢経路を記録した。経路変動を大
きくする目的で，哩噌開始時の米飯位置を固有口腔側の舌上に加えて，哩噌側頬側前庭部にも設定し，各条
件 10 回の記録を行った。各周期の経路を，開・閉口相を 20 等分に時分割した 41 時点の下顎切歯点座標，計
123 変数で記述し，被験者毎に主成分分析に供して，累積寄与率が 90%を超えるまでの主成分により経路を再


























の方法で 3 群に分類した。さらに分類された経路群間で，哩暢開始から礁下までを 3 分した初期，中期，末期
間での出現頻度が有意に異なることや，岨鴫経路形状の特性値である主成分得点の岨輔進行に伴う変化が有意
に異なることを見出している。
上述の知見に関して，岨暢に機能的役割を異にする経路が含まれるとき，それら経路に哩暢進行に伴う食品
粒子の大きさや物性の変化がもたらす影響が同等であるとは考えにくいと指摘し，これに続けて，形態的特徴
に基づく本研究の分類が結果として機能的役割の異なる経路への分類を果たしたと推察する著者の考察は，き
わめて妥当である。本研究で著者が開発した手法は，岨噌運動機能の理解を深めるうえで，今後，広く応用さ
れるべきと考えられる。
以上の理由から，本研究論文は博士(歯学)の学位授与に相当であると判断する。
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